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～ 自己指導の力育てる ～         校長 谷崎 遊 

 

3 年生は、京都・奈良への修学旅行に、２年生は箱根への自然教室に行ってきました。生徒たちは、

家族の元を離れ、仲間とともに過ごす時間にワクワクもあればドキドキもあったことと思います。教職

員にとっては、大きな事件・事故がなく帰ってくることができたことが何よりです。生徒たちの様子を

見て、学校の宿泊行事は、緊張感を伴うものではありますが、意味のある活動であると、改めて感

じることができました。 
 

さて、学校生活において、生徒たちに身につけさせたい力に、「自己指導の力」があります。自己

指導の力とは、この時、この場で、どのような行動を取ることが適切であるか、自分で判断して行

動する力です。この力を育てるために、教師は、学校教育の様々な場面で、生徒が主体的に「選択

する機会」を用意するよう努めます。例えば、修学旅行では、生徒たちの話し合いによって、計画

を立てるように準備を行い、当日は、自分たちで相談をしながら行動を修正、決定できるように見

守ります。もちろん教員も、好き勝手に決めさせたり判断させたりするのではなく、「手を放して、

目を離さず」という具合に、計画が学習目標に沿っているかどうかを確認したり、計画通りに行動

しているか、困った事態に陥っていないかなど、チェックポイントを設けて確認したりします。年

齢とともに大人の指導性を少なくして、自己決定を積み重ねられるようにさせたいところです。  
 

子どもの自己決定に委ねるという事は、最終決定をするのは、子ども自身ということです。それ

ゆえ、この最終決定に大人（教師・親）が指導性ということで立ち入ることは望ましくないと思い

ますが、子どもの自己決定には、ある一定の幅や枠が当然存在するはずです。その枠の中心にある

ものは、自己実現を図るとともに、他の人々の主体性を大切にすることだと思います。これを原則

として、子どもが自らの行動を選択することが大切です。くだいて言えば、みんなも喜び自分も喜

ぶ行為をする、ということでしょうか。自分の喜びは当然自己実現によって得られるものでしょう。

勉強、部活、進路選択･･･、いつも目の前にある自己決定のチャンスをどう積み重ねて、自己の人生

にどう生かしていくのかを生徒たちに期待します。 

 

 

    

  

 

 

 

 

 

 

◆開港記念日 

◆情報モラル教室 

◆おんちゃんの部屋＠恩田地域ケアプラザ 

◆前期中間テスト 

◆1 年遠足（PAA） 

◆進路説明会 

◆1 年内科検診 

http://www.edu.city.yokohama.lg.jp/school/jhs/akanedai/


 

 

5 月 19、20 日で箱根方面に行ってきました。

1 日目は、箱根湯本駅周辺散策から始まり、箱根

登山鉄道に乗って、彫刻の森美術館での芸術鑑

賞。その後は、大涌谷での自然観察、キャンプ

ファイヤー（学年レク）を行いました。2日目

は、寄木細工コースターつくりで伝統文化に触

れ、体育祭に向けての学年レク、芦ノ湖畔での

BBQ。行程が盛りだくさんの中、赤学年のパワ

ーで充実した 2日間となりました。スローガンである「共感伝知」は、確実に達成できたと思いま

す。周りの人を笑顔に

し、幸せにするエネルギ

ーが赤学年のみんなには

あります。自然教室で身

につけた共感性をもち続

け、これからの学校生活

でも周りとの関わりを大

切にしていきましょう。            

（２学年主任） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

５月１４日から私たちは、京都・奈良に修学旅行で行きまし

た。修学旅行では、たくさんの思い出だけでなく、緑学年の成

長を感じることができました。私は、２日目の班行動中にバス

を乗り間違えてしまうという大きなミスをしてしまいました。

気づいたときはとても焦り、班のみんなに迷惑をかけてしまっ

たと思い、とても不安な気持ちでいっぱいでした。しかし、班

のみんなは私を一度も責めることなく前向きな声掛けで励まし

てくれました。その優しさのおかげで、温かさの大切さに気づ

くことができました。 

また、３日目では、私たちのクラスは伏見稲荷大社と平等院

鳳凰堂に行きました。伏見稲荷大社では、人がとても多い中の

自由行動だったのですが、ほとんどの人が迷子にならずに時間

通りに集合していて、3年生としての責任感を感じました。平

等院鳳凰堂では、社会の授業で学んでいたことを生かし、個々

で考えながら見学していたことが印象に残っています。考えて

見ることでより学びを深めることができました。「仲間の温か

さ、考え・学びを深めていく」これはきっと何年後も大切になることだと私は思います。今回の修学

旅行での発見を生かし、これからの私たちの未来に続けていきたいです。 

（修学旅行実行委員） 
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